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研究成果の概要（英文）：We succeeded in observing the Bs meson oscillation and the single
top quark production, and determining the Kobayashi-Maskawa matrix elements very
accurately. Thus we could test the Kobayashi-Maskawa theory with high precision. Further
as an unexpected result, we found the forward-backward asymmetry of top quark pair




2006 年度 25,600,000 0 25,600,000
2007 年度 35,800,000 0 35,800,000
2008 年度 35,800,000 0 35,800,000
2009 年度 35,800,000 0 35,800,000
2010 年度 24,100,000 0 24,100,000
2011 年度 14,600,000 0 14,600,000
総　計 171,700,000 0 171,700,000
研究分野：素粒子物理学
科研費の分野・細目：物理学 ・ 素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理
キーワード：トップクォーク、 Bs, Bc 中間子、 陽子反陽子衝突実験 (CDF)、 粒子・反粒子対称





















































































Bs → piDs(→ φpi,K∗K or pipipi) or 3piDs の
ハドロニック崩壊モードの信号候補を 8,700事




子振動の角振動数 ∆ms の測定結果は ∆ms =

































 0.20±=17.75)=1.21 sm∆ A(
CDF Run II Preliminary -1L = 1.0 fb
図 1: Bs 中間子の粒子反粒子振動の振幅を角
振動数に対して求めた曲線。振幅は振動がある
ときには 1になり, 振動がないときには 0にな
るように規格化されている。この振幅が有意に
1になる角振動数として ∆ms ＝ 17.77 ± 0.10
（統計) ± 0.07(系統) ps−1 が得られた。
2007 年度には，Bs 中間子の稀崩壊モード
Bs → K+K−, Bs → Kpi, Bs → DsK を初
めて観測し，分岐比を測定した。またボトム
クォークを含む基本的なバリオン Σb と Ξb を
初めて観測した。
中性カレントによる稀崩壊 b → s `+`− は，




果を得た。B+ → K+ µ+µ−, B0d → K∗0 µ+µ−,
および B0s → φµ+µ− の解析を行った結果，
Bs → φµ+µ− の崩壊モードの初観測に成功し
て，崩壊分岐比 BR(Bs → φµ+µ−)＝ (1.44±
0.33(統計)± 0.46(系統)) x 10−6 を得た。これ
は標準理論予言と矛盾しない値であった。崩壊






Bs → J/Ψφの崩壊測定によって，Bs 中間子
の 2 つの質量固有状態の崩壊幅の差 ∆Γs を
Bs → J/Ψφの寿命測定によって∆Γs = 0.076
+0.059/-0.063(統計) ± 0.006 (系統) ps−1と決
定した。CPの破れの phase βs を 0と仮定し
て∆Γs を決定して，∆Γs = 0.068 ± 0.026(統
計) ± 0.007(系統) ps−1 を得た。βs と∆Γs を
同時に測定した 結果, 68％信頼度で -0.06＜
βs ＜ 0.30あるいは 1.26＜ βs ＜ 1.55を得た。
βs と∆Γs の測定結果は誤差の範囲内で標準理
論予言と一致している。
またD → KK,pipi崩壊における CP非対称
性パラメータ ∆ACP を測定した結果, ∆ACP




Bs, Bd → µ+µ− の崩壊はいわゆる flavor-





信頼度）として BR(Bs → µ+µ−) ＜ 4.4 x
10−8, BR(Bd → µ+µ−)＜ 6.0 x 10−9 を得た。
BR(Bs → µ+µ−)については, 下限値（95％信



















40％程度である。2009年度に 3.2 fb−1 のデー
タを解析して単一トップクォーク生成の探索を
行った結果，99.99997％の信頼度（5σ）で生成
の観測に成功し，生成断面積 2.3 + 0.6/-0.5 pb
を得た。これは理論予言値と誤差の範囲で一致
している。この生成断面積から小林益川混合行
列の Vtb 成分を｜Vtb｜ = 0.91 ± 0.13 と 14
％の精度で決定した。さらに Dゼロ実験の測
定した生成断面積 2.29 +0.60/-0.54 pbと合せ






± 0.01に対して,非対称度 0.158± 0.072(統計)
± 0.017(系統)を得て，2レプトン・チャンネ
ルでは 非対称度 0.42± 0.15(統計)± 0.05(系
統)を得た。これらの結果は，それぞれ理論予









＞ 450GeV/c2 では非対称度 0.296± 0.067を
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